
 

 

新中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 クミアイ化学工業株式会社（以下、「クミカ」といいます。）は、当社グループの２０１８年度

（平成３０年１０月期）から２０２０年度（平成３２年１０月期）にかけての中期経営計画を新

たに策定しましたので、その概要をお知らせいたします。 

 

 本中期経営計画は、２０１７年５月１日に当社と旧イハラケミカル工業株式会社（以下、「イハ

ラ」といいます。）が経営統合後初の中期経営計画となります。また、２０１８年度は創業７０期

を迎える年でもあり、新生クミカとして経営統合によるシナジー効果を早期に実現し、持続的に

発展できる強い企業集団を目指します。本中期経営計画の次のビジョンとして M&A 等の非連続的

な成長施策を展開しながら、２０２２年度には当社グループの売上高１，４００億円以上を目指

します。 

 

１．新中期経営計画の概要 

 新生クミカの経営統合シナジーとして、農薬の創製から研究・開発、原体の製造・調達、製剤、

販売に至るプロセスが一体化されたことにより、全てにおけるスピード（意思決定、効率化）、コ

スト（スピードアップによる全ての場面でのコストダウン）、イノベーション（技術革新、総合科

学力の発揮、優秀な技術者、研究者、業務改革、システム改革）の向上が期待されます。スピー

ドがコスト競争力をつけ、イノベーションを生みだす原動力となります。 

本中期経営計画では、当社グループの連携強化によるグループ事業の最大化と、以下の成長戦

略を軸に、成長ドライバーであるアクシーブ剤の更なる海外市場での拡大および新たな柱となる

化成品事業の育成に取り組みます。また、研究開発においては２０１７年１１月に、株式会社ケ

イ・アイ研究所を統合して４研究所体制で一層の研究開発力の強化を図ります。 

 

２．基本方針 

 合併によるシナジー効果を早期に発現し、農業生産の課題を解決する研究開発型企業を中心と

した“将来に亘って持続的に発展できる強い企業集団”を目指します。 

 

 

  

 平成２９年９月１３日

各 位  

 会 社 名  クミアイ化学工業株式会社 

 代 表 者 取 締役社長 小 池 好 智 

 （コード番号 ４９９６ 東証第１部） 

 問合せ先 総 務 部 長 中 野 健 史 

 （TEL．０３－３８２２－５０３６） 



３．数値目標  

連結指標 ２０１７年度見込 ２０２０年度目標 

売上高 ８３５億円 １，１６０億円 

営業利益 ３３億円 ９０億円 

ROE ８．３％ ７．５％以上 

※２０１７年度はイハラとの合併に伴う、負ののれん発生益２，８１３百万円、段階取得に係る差損８４１百万円を計上し

ているため、ROE は８％台になると見込まれます。 

 

４．成長戦略 

農薬及び農業関連事業においては、新規剤開発力の高い当社が中核となりグループの売上およ

び収益性の柱として継続的に拡大させます。化成品事業においては、塩素化反応、COS 反応など

競争力のある技術を有しており、海外生産拠点を含めた事業の最適化を図りながら、当社グルー

プの第二の柱として育成して行きます。 

２０２２年度には、農薬及び農業関連事業と化成品事業の確実な拡大に加え、M&A および事業

提携等により当社連結売上１，４００億円への拡大を目指します。同時に得られた収益を活用し

積極的な投資を行い、２０２２年度以降の既存事業の強化・拡大と生命科学技術等に基づく総合

農業関連事業への事業領域拡大の礎を築いて行きます。 

 

（1）農薬及び農業関連事業 

国内市場においては、より生産現場へ密着した営業活動と、選択と集中による自社開発剤の最

大化に向けたマーケティング戦略を構築し普及・拡販を推進します。また、非農耕地分野では連

結子会社となった株式会社理研グリーンの販売ルートを最大限活用し、自社原体の拡大を目指し

ます。 

海外市場においては、畑作用除草剤アクシーブのインド、ブラジル、中国などでの登録取得に

よる販売国の更なる拡大と、海外拠点の再構築によるマーケティング機能の強化を行うことで早

期の最大化を図ります。また、直播水稲用除草剤のノミニーは、インドでの同事業をさらに拡大

するため、現地製造および販売のための合弁会社 PI Kumiai Private limited を設立し、２０１

８年度からの生産を開始します。 

 

（2）化成品事業 

化成品事業では、タイ王国に設立した Iharanikkei Chemical（Thailand）Co., Ltd.の工場が

２０１８年度には完成し、キシレン誘導体ビジネスの中心となる製品を生産します。また、当社

グループの化成品プロジェクトチームを発足させており、生産拠点を含めた事業の最大化を図り

ます。 
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